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第１章 宇部市学校施設長寿命化計画の背景と目的 

 

１―１．学校施設長寿命化計画について 

学校施設は、未来を担う子どもたちが集い、生き生きと学び、生活する場であるとともに、
地域住民の生涯にわたる学習、文化、スポーツなどの活動の場として、また、非常災害時には
避難所としての機能を発揮する重要な施設です。 
本市の学校施設は築後 40 年以上経過したものが半数近くを占めており、多くの施設におい

て老朽化が進んでいます。今後 10～20年間に、一斉に更新時期を迎え、維持・更新等に多額の
費用を要することが想定されます。また、社会情勢の変化に伴い、教育内容の多様化、防災機
能の向上など学校施設に対するニーズが大きく変化しており、これらに対応した学校施設の整
備が求められます。 
以上を踏まえ、中長期的な維持・更新等に係るコストの縮減及び平準化を図るとともに、学

校施設に求められる機能・性能を確保するため、「宇部市学校施設長寿命化計画」を策定します。 
 

１―２．学校施設長寿命化計画の位置付け 

「宇部市学校施設長寿命化計画」は、「宇部市公共施設等総合管理計画」を上位計画とし、学
校施設（給食関連施設はその他個別施設に位置付け）を対象に具体的な管理計画を定める個別
計画に位置付けられます。 
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１―３．計画期間 

本計画の計画期間は、平成 28年 3月に策定された「宇部市公共施設等総合管理計画」との整
合性を図るため、令和 3年度から令和 27年度までの 25年間とします。ただし、社会情勢の変
化等に対応するため、5年ごとに見直しを実施します。 

 
H28年 R3年 R8年 R13年 R18年 R23年 R27年 

       

 
１―４．計画対象 

本計画の対象とする学校は、小学校 24校、中学校 12校の計 36校とします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇部市公共施設等総合管理計画 

宇部市学校施設長寿命化計画 

概ね 5 年ごとに見直し 

▲対象学校位置図 
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第２章 上位関連計画の整理 

 

（１）宇部市教育大綱／宇部市教育振興基本計画（平成 28年 3月） 
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（２）宇部市公共施設等総合管理計画（平成 28年 3月） 
■公共施設マネジメント 4原則 
今後の公共施設マネジメントを推進するに当たり、下記の４原則を設定しています。 
 

▼公共施設マネジメント 4原則 

原則 方針及び取組 

原則１ 

量を減らす 

⼈⼝減少の進⾏や厳しい財政状況を
踏まえ、必要なサービスを提供でき
る施設の量を確保した上で、総量（総
延床⾯積）の縮減に努めます。 

・新規整備の抑制 

・複合化、統廃合、廃止による縮減 

・更新時の減築 

原則２ 

大切に使う 

定期的な点検・診断と計画的な予防
保全により施設の⻑寿命化を図り、
⻑期にわたる安⼼・安全なサービス
の提供に努めるとともに、財政負担
の軽減と平準化を図ります。 

・定期的な施設点検、修繕の実施 

・計画的な予防保全の実施 

・耐震化の積極的な推進 

原則３ 

かしこく 

活かす 

市⺠や⺠間事業者との協働による効
率的・効果的な管理運営と遊休資産
の有効活⽤などにより、無駄のない
施設利⽤を目指します。 

・市⺠、⺠間事業者との協働の推進 

・⺠間事業者の専門的なノウハウの活⽤ 

・施設の有効的活用 

原則４ 

将来に 

備える 

利⽤者ニーズの多様化や環境問題、
施設整備費の増⼤など様々な課題に
対応するため、将来を⾒据えたマネ
ジメントを実施します。 

・「造る」から「守る」への政策転換 

・将来に備えた施設整備財源の確保 

・創意⼯夫による維持管理コストの縮減 

・ユニバーサルデザインに配慮した施設
整備 

 

■ハコモノ施設の長寿命化に向けた取組 
ハコモノ施設の長寿命化に向けた考え方として、以下の方向性が示されています。 
 

▼長寿命化の考え方 

構造種別 築年数 長寿命化方法 目標耐用年数 
RC造・S造 築 45年以下 大規模改修 75年 

 
【長寿命化に向けた大規模改修の考え方】 
・築年数が 45年以下の建物を対象 
・改修費用は、再建築費用の 4割を想定 
・具体的な改修内容等は、築 45年経過時に施設の劣化状況等から総合的に判断 

 

▼上記以外の建物に係る維持管理の考え方 

構造種別 築年数 維持管理方法 想定耐用年数 
RC造・S造 築 46年以上 日常的補修 50年 
CB 造・W造 全て 日常的補修 法定耐用年数 

 
※RC 造：鉄筋コンクリート造、S 造：鉄骨造、CB 造：補強コンクリートブロック造、W造：木造  
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■ハコモノ施設の再編・面積縮減に向けた取組 
ハコモノ施設の再編・面積縮減に向けて、計画期間内に更新時期を迎える施設に対し具体的

な取組を実施することとしており、学校関連施設について、以下の通り示されています。 
 

▼計画期間内に更新時期を迎える主なハコモノ施設 

施設類型 主な施設 
学校関連施設 小中学校の一部 

 
■学校施設の今後の方向性 
学校施設の今後の方向性について、以下の通り示されています。 
 

▼計画期間内に更新時期を迎える主なハコモノ施設 

●今後の方向性 
更新時の減築 
・施設更新時には施設⾯積を⾒直し減築することで総量を縮減します。 

市⺠交流施設や学童保育施設との複合化 
・施設更新時には市⺠交流施設や学童保育施設との複合化を検討します。 

周辺施設との複合化や統合 
・将来の人口動態、施設の⽼朽化状況を勘案し、周辺施設との複合化や統合を検討し
ます。 

余裕スペースの有効活用 
・余裕教室がある場合、周辺施設の利⽤状況を勘案し有効活⽤に向け積極的に取り組
みます。 

⻑寿命化を図るための計画的な改修 
・ＲＣ及びＳ造で築 45年以下の施設については⻑寿命化改修を実施します。 
・劣化状況を把握し、⻑期的な整備計画を策定します。 
・⻑寿命化改修に合わせ、必要に応じて耐震改修を実施します。 
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第３章 学校施設の運営状況・活用状況等の実態 

 

３―１．学校施設の保有状況（※岬小学校屋内運動場（R3.7完成予定は含まず）） 

（１）学校施設の状況 
本市の学校施設の延床面積は、221,040㎡となっています。そのうち小学校が 139,942㎡、

中学校が 81,098㎡となっています。 
 

名称 
延床面積 
（㎡） 

児童数（人） 学級数（学級） 
普通 
学級 

特別支援 
学級 計 普通 

学級 
特別支援 
学級 計 

小
学
校 

東岐波小学校 7,514 573 6 579 17 2 19 
西岐波小学校 7,794 645 21 666 20 5 25 
恩田小学校 8,049 669 11 680 20 3 23 
上宇部小学校 7,639 617 20 637 18 5 23 
岬小学校 4,177 180 13 193 6 3 9 
見初小学校 5,212 97 0 97 6 0 6 
琴芝小学校 6,474 270 11 281 12 3 15 
神原小学校 6,512 325 14 339 12 3 15 
新川小学校 5,646 460 20 480 15 6 21 
鵜ノ島小学校 5,670 126 7 133 6 2 8 
藤山小学校 6,751 535 8 543 18 2 20 
厚南小学校 7,398 525 16 541 17 3 20 
原小学校 5,873 279 7 286 12 2 14 
厚東小学校 3,029 59 2 61 5 1 6 
二俣瀬小学校 3,120 30 1 31 3 1 4 
小野小学校 4,033 20 3 23 3 2 5 
常盤小学校 6,285 436 8 444 13 3 16 
西宇部小学校 6,292 280 9 289 12 2 14 
小羽山小学校 7,047 324 9 333 11 3 14 
川上小学校 6,200 435 9 444 13 4 17 
黒石小学校 7,174 648 21 669 20 5 25 
吉部小学校 3,171 25 0 25 3 0 3 
万倉小学校 3,549 25 1 26 3 1 4 
船木小学校 5,333 130 7 137 6 2 8 
小学校計 139,942 7,713 224 7,937 271 63 334 

令和２年 5月 1日時点 
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名称 
延床面積 
（㎡） 

生徒数（人） 学級数（学級） 
普通 
学級 

特別支援 
学級 計 普通 

学級 
特別支援 
学級 計 

中
学
校 

東岐波中学校 5,620 303 7 310 9 2 11 
西岐波中学校 7,437 419 9 428 12 2 14 
常盤中学校 9,782 461 8 469 13 2 15 
上宇部中学校 8,235 415 6 421 12 3 15 
神原中学校 6,116 182 9 191 6 3 9 
桃山中学校 7,635 292 7 299 8 3 11 
藤山中学校 6,716 348 4 352 9 2 11 
厚南中学校 8,278 387 11 398 11 2 13 
川上中学校 5,562 244 4 248 7 2 9 
黒石中学校 7,634 382 10 392 11 3 14 
厚東川中学校 3,814 47 2 49 3 2 5 
楠中学校 4,269 116 4 120 4 2 6 
中学校計 81,098 3,596 81 3,677 105 28 133 
合計 221,040 11,309 305 11,614 376 91 467 

令和２年 5月 1日時点 
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（２）学校施設の特性 
①学校施設全体 
■学校種別 

本市の学校施設の延床面積の割合は、「小学校」が 63.3％、「中学校」が 36.7％を占めてい
ます。 

 

 

■構造別 

構造別の延床面積の割合を見ると、学校施設のほとんどは、「鉄筋コンクリート造」であり、
80.3％を占めています。小学校及び中学校別を見ても、ほとんどが「鉄筋コンクリート造」
となっています。 

 

 
  

小学校
63.3%

中学校
36.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校施設全体
延床面積：221,040㎡

80.3%

80.3%

80.4%

18.3%

18.8%

17.4%

1.4%

0.9%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校施設全体
延床面積：221,040㎡

小学校延床面積
延床面積：139,942㎡

中学校延床面積
延床面積：81,098㎡

鉄筋コンクリート造 鉄骨その他造 木造
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■用途別 

用途別の延床面積の割合を見ると、学校施設の 79.0％は、「校舎」として使用されています。
小学校及び中学校別に見ても、多くが「校舎」として使用されています。 

 

 

 

■延床面積区分別（施設数割合） 

延床面積区分別の施設数を見ると、「200 ㎡未満」が 57.9％と最も多く、次いで、「1,000
㎡以上 2,000㎡未満」が 17.9%となっています。 
小学校及び中学校別に見ても、「200 ㎡未満」が最も多く、次いで、「1,000 ㎡以上 2,000

㎡未満」となっています。 
 

 

79.0%

79.3%

78.3%

15.5%

15.0%

16.5%

5.5%

5.7%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校施設全体
延床面積：221,040㎡

小学校延床面積
延床面積：139,942㎡

中学校延床面積
延床面積：81,098㎡

校舎 体育館 その他

57.9%

58.1％

57.6%

8.2%

8.7％

7.3%

12.6%

13.6%

10.9%

17.9％

15.7%

21.8%

2.7%

3.2％

1.8%

0.7%

0.7%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校施設全体

小学校

中学校

200㎡未満 200㎡以上 500㎡未満 500㎡以上 1,000㎡未満

1,000㎡以上 2,000㎡未満 2,000㎡以上 3,000㎡未満 3,000㎡以上
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■延床面積区分別（延床面積） 

延床面積区分別の延床面積を見ると、学校施設全体、小学校、中学校に関わらず、「1,000
㎡以上 2,000㎡未満」の合計が最も高くなっています。 

 

 

  

11,192㎡ 6,911㎡ 4,281㎡

11,202㎡
7,197㎡ 4,005㎡

45,109㎡

31,533㎡

13,576㎡

113,635㎡

65,085㎡

48,550㎡

27,277㎡

20,650㎡

6,627㎡

12,625㎡

8,566㎡

4,059㎡

0㎡

50,000㎡

100,000㎡

150,000㎡

200,000㎡

250,000㎡

学校施設全体 小学校 中学校

200㎡未満 200㎡以上 500㎡未満 500㎡以上 1,000㎡未満
1,000㎡以上 2,000㎡未満 2,000㎡以上 3,000㎡未満 3,000㎡以上
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■階数別（延床面積・施設数の割合） 
階数別の延床面積を見ると、学校施設全体及び小学校・中学校別の全てにおいて、「3階建

て」が最も多く、次いで、「平屋建て」となっています。 
階数別の施設数を見ると、学校施設全体及び小学校・中学校別の全てにおいて、「平屋建て」

が最も多く、次いで、「3階建て」となっています。 

 

 

■階数別（延床面積総数） 
階数別の延床面積を見ると、学校施設全体及び小学校・中学校別の全てにおいて、「3階建

て」が最も多く、次いで、「平屋建て」となっています。 

  

18.5%

63.9%

16.5%

63.3%

22.0%

64.9％

16.5%

11.1%

14.5%

10.1%

19.9%

12.7%

63.8%

24.6%

67.1%

25.9%

58.1％

22.4%

1.2%

0.4%

1.9%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延床面積

施設数

延床面積

施設数

延床面積

施設数

学
校
施
設
全
体

小
学
校

中
学
校

平屋建て 2階建て 3階建て 4階建て

学
校
施
設
全
体

小
学
校

中
学
校

40,988㎡ 23,137㎡ 17,851㎡

36,429㎡

20,259㎡ 16,170㎡

140,993㎡

93,916㎡

47,077㎡

2,630㎡

2,630㎡

0㎡

50,000㎡
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250,000㎡
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３―２．築年別整備状況 

本市の学校施設は、築 40 年以上 50 年未満経過した施設が 5.3 万㎡（24.1％）と最も多くな
っています。また、新耐震基準施行前に建設された学校施設は、9.5万㎡となっており、新耐震
基準施行前に建設された宇部市の公共施設（約 30.9万㎡）の約 3割を占めています。 

 
▼学校施設の築年別整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼公共施設の築年別整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 28年度当初の状況（資料：平成 28年 3月宇部市公共施設等総合管理計画）  

S 2 5  S 3 0  S 3 5  S 4 0  S 4 5  S 5 0  S 5 5  S 6 0  H 2   H 7  H 1 2  H 1 7  H 2 2  H 2 7 
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３―３．今後の維持・更新にかかるコストシミュレーション 

（１）コスト算出条件 
・試算期間は令和 3～42 年度の 40 年間とし、現在と同面積で 20 年目に中規模改修、60 年
目に改築を実施するものとします。 

・改築は 2年に工事費を均等配分し、中規模改修は単年度で工事費を計上するものとします。 
・改築単価は、380,000円/㎡と設定します。 
 

（２）今後の維持・更新コスト 
今後、従来の修繕や改修を続けた場合、今後 40 年間のコストは、総額 925 億円が見込ま

れ､40年間の平均は、23.1億円/年となります。 
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３―４．児童生徒数の変化 

（１）これまでの児童生徒数の推移 
小学校の児童数は、昭和 55 年の 16,412 人をピークに減少に転じています。小学校の学級

数を見ると、平成 16年の旧楠町との合併による一時的な増加はありますが、昭和 55年をピ
ークに減少に転じています。 
中学校の生徒数は、昭和 60年の 8,130人をピークに減少に転じています。中学校の学級数

を見ると、平成 2年をピークに減少に転じています。 
 

▼児童生徒数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼学級数の推移 

▼児童生徒数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
373 

438 436 414 378 323 367 376 348 334 

168 
168 205 213 

190 
172 

165 169 171 
133 

541 
606 

641 627 
568 

495 
532 545 519 

467 

0

100

200

300

400

500

600

700

昭和50年昭和55年昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年平成17年平成22年平成27年 令和2年
小学校 学級数 中学校 学級数 ※5月1日時点

（学級）

13,579 
16,412 16,070 

13,617 11,591 9,666 9,795 9,143 8,210 7,937 

6,485 
6,491 8,130 

7,585 
6,448 

5,540 4,620 4,532 4,249 3,677 

20,064 
22,903 

24,200 
21,202 

18,039 
15,206 14,415 13,675 12,459 11,614 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

昭和50年昭和55年昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年平成17年平成22年平成27年 令和2年

小学校 児童数 中学校 生徒数
※5月1日時点

（人）



 

- 15 - 

児童生徒数及び学級数の増減率を見ると、平成 21 年から令和元年までの間に小中学校と
もに、10%以上減少していることがわかります。小学校においては、児童数及び学級数が増
加する学校も見られますが、中学校においては全ての学校で生徒数及び学級数が減少してい
ることがわかります。 

 
▼学校別の児童生徒数の増減率 

 

学校名 
平成 21年から
令和元年の児
童数の増減率 

平成 21年から
令和元年の学
級数の増減率 

 
学校名 

平成 21年から
令和元年の生
徒数の増減率 

平成 21年から
令和元年の学
級数の増減率 

東岐波小学校 -30.5% -34.5%  東岐波中学校 -27.4% -29.4% 
西岐波小学校 -2.5% 4.2%  西岐波中学校 -24.6% -33.3% 
恩田小学校 13.8% 0.0%  常盤中学校 -21.2% -25.0% 
上宇部小学校 -10.7% -18.5%  上宇部中学校 -7.1% -5.9% 
岬小学校 -15.9% -25.0%  神原中学校 -16.8% -27.3% 
見初小学校 -33.8% -25.0%  桃山中学校 -15.7% -28.6% 
琴芝小学校 -35.4% -11.8%  藤山中学校 -20.1% -31.3% 
神原小学校 22.9% 27.3%  厚南中学校 -15.7% -17.6% 
新川小学校 18.3% 12.5%  川上中学校 -11.6% -16.7% 
鵜ノ島小学校 -39.3% -27.3%  黒石中学校 -9.9% -18.8% 
藤山小学校 -24.8% -30.8%  楠中学校 -21.7% -12.5% 
厚南小学校 -13.3% -5.0%  厚東川中学校   

原小学校 -13.0% 7.7%  中学校計 -18.0% -23.3% 
厚東小学校 -30.1% -14.3%  ※厚東川中学校は、平成 28年に設置されてい

るため対象外とする。 
 
 

二俣瀬小学校 -24.4% -16.7%  

小野小学校 -40.0% -16.7%  

常盤小学校 -13.9% -16.7%  

小羽山小学校 -25.3% -21.1%  

西宇部小学校 -28.2% -12.5%  

川上小学校 -24.6% -21.7%  

黒石小学校 36.3% 27.8%  

吉部小学校 -3.8% -25.0%  

万倉小学校 -62.2% -42.9%  

船木小学校 -50.4% -38.5%  

小学校計 -14.1% -12.8%  
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（２）地域別の児童生徒数の推移 
本市の都市計画マスタープランにおける地域区分を基に、地域別の児童生徒数の推移を算

出しました。 
中央部地域における児童・生徒数の減少が著しく、平成 2年から平成 27年にかけて、5,620

人減少しています。 
 

▼地域別児童・生徒数の推移 

 

▼地域別学級数の推移 
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▲地域区分図 
（宇部市都市計画マスタープランより抜粋） 
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（３）小学校区別の将来推計 
■総人口の推計 
国立社会保障・人口問題研究所のデータを用いて、各小学校区の総人口を推計しました。

推計の結果、令和 27年には、全ての小学校区において人口が減少するという結果となりま
した。また、西岐波小学校区の減少人口が最も多く、吉部小学校区の減少人口が最も少ない
結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲総人口の増減（H27～R27年） 
（国立社会保障・人口問題研究所の推計データより作成） 




